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大
阪
府
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長 

栗
本
　
修
滋

　

代
表
理
事
組
合
長
の
栗
本
で
す
。

　

役
所
の
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
、

森
林
の
復
旧
事
業
が
動
き
出
し
て

い
ま
す
。

　

作
業
の
現
場
で
は
、
職
員
が
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
作
業
を
し
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
風
倒
木
は
予
想
が
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つ
か
な
い
挙
動
を
し
ま
す
の
で
、

安
全
の
確
保
が
極
め
て
困
難
で
す
。

少
な
く
と
も
、
仕
事
に
追
わ
れ
て

注
意
散
漫
に
な
る
こ
と
だ
け
は
避

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
組
合
で
は
現
場
の

職
員
も
事
務
の
職
員
も
増
員
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
の
林
業
の
現
場

で
は
職
員
不
足
が
常
態
化
し
て
い

て
、
私
た
ち
の
森
林
組
合
も
同
じ

で
す
。

　

森
林
組
合
の
職
員
は
現
場
も
事

務
も
ど
ち
ら
も
危
険
な
現
場
で
作

業
を
し
ま
す
の
で
、一
定
期
間
、働

い
て
も
ら
い
、
事
務
職
の
場
合
は

適
性
を
判
断
し
た
上
で
試
験
を
課

し
て
、
心
意
気
も
踏
ま
え
て
採
用

を
内
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
場
職
の
未
経
験
者
の
場
合
は
、

よ
り
適
性
を
評
価
す
る
た
め
、
一

緒
に
作
業
を
し
て
い
る
現
場
職
員

か
ら
支
店
長
が
複
数
回
の
聞
き
取

り
を
実
施
し
、
安
全
な
作
業
に
必

要
な
協
調
性
な
ど
も
判
断
し
、
採

用
を
内
定
し
て
い
ま
す
。

　

内
定
者
は
人
事
委
員
会
で
承
認

を
得
た
上
で
採
用
さ
れ
ま
す
。ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
や
緑
の
担
い
手
制
度

な
ど
で
、
入
り
口
を
広
げ
て
い
ま

す
が
、
一
定
の
試
用
期
間
が
必
要

な
た
め
、
応
募
者
に
と
っ
て
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
昔
前
と
異
な
り
、現
在
は
、ど

の
職
場
も
人
手
不
足
で
す
。建
設

や
造
園
の
業
界
と
林
業
界
は
人
材

の
獲
得
競
争
を
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
組
合
の
職
員
は
組
合
員
の

方
々
へ
の
貢
献
は
言
う
ま
で
も
な

く
で
す
が
、
地
域
の
自
然
や
社
会

に
貢
献
で
き
て
い
る
と
の
強
い
自

負
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
職
場
環
境
で
は
な
い

の
で
す
が
、
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
の
社

会
貢
献
の
気
持
ち
が
プ
ラ
イ
ス

（
所
得
）を
補
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
彼
ら
が
災
害
復
旧
の
現

場
で
働
い
て
い
ま
す
。

ご 

挨 

拶

コバノガマズミ

（撮影地：高槻市原地区）

　昨年の総代会で、森林組合が
100%出資する会社の設立の議決を
いただきました。
　以降、諸般の準備を進め、平成31
年3月26日の理事会での承認を得て、
「株式会社組合立森林研究所」が同年
4月1日に設立されました。
　取り扱う事業内容は「森林・林業に
関する調査、計画、研究、設計、分析、
試験、評価の業務」としており、森林組
合が事業主体となる、大阪府の森林
環境税「持続的な森づくり事業」の基
盤整備事業を共同して進めながら、
公共及び民間からの森林の調査・設
計業務の受託に取り組む予定です。
　代表者は組合の管理技術士を務め
ていただいていた西川静一氏が就任
しました。

風倒被害木処理

支障木伐採現場

森林組合
100％出資の
子会社を
設立しました
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台
風
な
ど
に
よ
り
山
林
が
被
害
を
受

け
た
場
合
、
そ
の
損
失
額
に
つ
い
て
は
、

災
害
が
あ
っ
た
年
分
の
確
定
申
告
に
お

け
る
山
林
所
得
の
計
算
上
、
必
要
経
費

と
し
て
控
除
で
き
ま
す（
た
だ
し
保
険

金
等
の
給
付
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
額

を
除
き
ま
す
）。

　
ま
た
、
そ
の
年
に
山
林
所
得
が
な
い

場
合
や
山
林
所
得
よ
り
損
失
額
が
大
き

い
場
合
は
、「
損
益
通
算
※
1
」に
よ
り

他
の
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
損
失
額
が
大
き
く
、
そ
の
年

の
所
得
だ
け
で
は
控
除
し
き
れ
な
い
場

合
は
、
翌
年
以
降
3
年
間
ま
で「
繰
越

控
除
」が
適
用
で
き
ま
す（
た
だ
し
災
害

が
あ
っ
た
年
分
の
確
定
申
告
で
損
失
額

を
申
告
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
連
続
し

て
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
）。

※
1�

損
益
通
算
：
所
得
税
額
を
算
出
す
る
際
に
、
不
動

産
所
得
・
事
業
所
得
・
山
林
所
得
・
譲
渡
所
得
の

金
額
に
損
失
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
損
失
額
を
他

の
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と

1 

災
害
と
は

（
１
）�自
然
現
象
の
異
変
に
よ
る
災
害

（
風
水
害
、
震
災
、
火
災
、
冷
害
、

雪
害
、
干
害
、
落
雷
、
噴
火
等
）

（
２
）�人
為
に
よ
る
異
常
な
災
害（
鉱
害
、

火
薬
の
爆
発
等
）

（
３
）��害
虫
、
害
獣
等
生
物
に
よ
る
異
常

な
災
害（
松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯

れ
、
シ
カ
に
よ
る
食
害
等
）

2  

損
失
が
災
害
に
起
因
す
る
も
の
か

ど
う
か
の
判
定

　
山
林
の
損
失
が「
災
害
」に
起
因
す
る

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）�激
甚
災
害
指
定
市
町
村
内
の
山
林

※
2

（
２
）�森
林
保
険
金
の
給
付
の
対
象
と
な�

っ
た
山
林

　
前
記
2
点
に
該
当
す
る
場
合
は
被
害

山
林
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

※
2�

激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助

等
に
関
す
る
法
律
第
11
条
の
2（
森
林
災
害
復
旧

事
業
に
対
す
る
補
助
）の
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い

る
場
合
に
限
り
ま
す
。

　
（
１
）、（
２
）以
外
の
被
害
山
林
に
つ

い
て
は
、
被
害
の
程
度
を
個
別
に
調
査

し
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
森
林
組
合

長
が
判
定
し
ま
す
。

　
府
内
に
お
い
て
は
一
昨
年
、
昨
年
と

大
規
模
な
山
林
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
す
で
に
行
政
な
ど
に
よ
り
被
災

が
確
認
さ
れ
た
山
林
に
つ
い
て
は
、
災

害
に
よ
る
山
林
の
損
失
と
し
て
判
断
さ

れ
ま
す
。

3  

森
林
組
合
長
が
発
行
す
る

山
林
被
害
の
証
明

　
被
災
山
林
状
況
の
確
認
及
び
損
失
金

額
の
計
算
に
は
、
①
被
害
山
林
の
位
置
、

②
面
積
、③
樹
種
、④
被
害
の
種
類（
折

損
、
倒
木
、
流
出
等
）、
⑤
被
害
率
、

⑥
保
険
金
や
復
旧
の
た
め
の
補
助
金
等

の
有
無
等
に
つ
い
て
、
森
林
組
合
長
の

証
明
が
必
要
で
す
。

　

大
阪
府
森
林
組
合
で
は
、「
山
林
被

害
の
証
明
願
」と
い
う
書
式
を
定
め
、

各
支
店
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
被
災
し
た
山
林
を
所
有
す
る

組
合
員
の
方
々
か
ら
、
被
害
状
況
の
写

真
や
見
取
り
図
な
ど
と
と
も
に
、
証
明

書
欄
に
記
入
の
上
、
申
請
を
受
け
付
け

る
も
の
で
す
。

　

申
請
さ
れ
た
内
容
を
組
合
で
確
認
、

照
合
し
、
災
害
に
よ
る
被
害
に
間
違
い

な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
森
林

組
合
長
名
で
山
林
被
害
を
証
明
し
ま
す
。

4  

山
林
の
被
災
損
失
金
額
の

計
算
に
つ
い
て

　
山
林
の
被
害
額
の
計
算
方
法
は
、
図

1
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
算
出
し
た
金
額
は
山
林
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
が
、
山
林
所
得
が
な
い
場

災
害
の
あ
っ
た
年
分
の
山
林
取
得

の
金
額
の
計
算
上
、
必
要
経
費
に

算
入
す
る
。

（
２
）�過
去
の
山
林
所
得
の
計
算
の
過
程

で
、
す
で
に
必
要
経
費
と
し
て
算

入
し
た
経
費
は
除
外
す
る
。

（
３
）�損
失
を
生
じ
た
直
後
の
山
林
の
時

価
は
、
被
災
山
林
の
立
木
の
う
ち
、

売
払
い
で
き
る
も
の
は
、
そ
の
売

払
い（
見
込
み
）山
元
価
格
、
売
払

い
が
困
難
で
放
置
す
る
も
の
は
０

と
し
て
評
価
す
る
。
森
林
保
険
に

係
る
保
険
金
の
給
付
上
、
計
算
さ

れ
た
時
価（
残
存
価
額
）に
よ
る
こ

と
も
で
き
る
。

（
４
）�時
価
は
立
木
ご
と
で
は
な
く
、
林

分
単
位（
林
相
が
一
様
で
周
囲
の

も
の
と
区
分
で
き
る
山
林
経
営
上

の
単
位
）と
し
て
適
用
し
、
同
一

林
分
の
立
木
の
一
部
に
つ
い
て
被

害
が
生
じ
て
も
、
そ
の
林
分
に
属

す
る
立
木
全
体
の
被
災
直
後
の
時

価
が
、
そ
の
林
分
に
属
す
る
立
木

全
体
の
原
価
を
下
回
ら
な
い
限
り
、

立
木
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
損
金

の
金
額
は
生
じ
な
い
。

　
　

�　
た
だ
し
、
同
一
林
分
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
一
部
が
壊
滅
し
て
い
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
壊
滅
部
分
と

そ
の
他
の
部
分
と
を
区
分
し
て
判

定
す
る
。

（
５
）�保
険
金
等
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
金

額
が
損
失
額
を
超
え
る
場
合
は
、

収
入
金
額
と
み
な
さ
れ
る

（
６
）�災
害
関
連
費
用
も
損
失
額
に
含
ま

れ
る
が
、
森
林
災
害
復
旧
の
作
業

内
容
に
よ
り
取
扱
い
が
異
な
る

　
　
①�

被
害
の
直
接
対
象
と
な
っ
た
立
木
が
、

折
損
、
倒
木
等
に
な
っ
て
木
材
と
し

て
の
資
産
価
値
が
減
少
し
た
と
き
、

そ
の
立
木
の
除
去
の
た
め
の
費
用
に

つ
い
て
は
、
そ
の
支
出
の
日
の
属
す

る
年
分（
支
出
年
の
限
定
な
し
）の
山

林
所
得
の
金
額
の
計
算
上
に
お
い
て

必
要
経
費
に
算
入
で
き
る
。

　
　
②�

災
害
関
連
費
用
は
、
倒
木
起
こ
し
、

土
砂
な
ど
の
障
害
物
の
除
去
、
原
状

回
復
、
損
壊
又
は
価
値
の
減
少
の
防

止
及
び
被
害
の
拡
大
・
発
生
防
止
の

た
め
の
緊
急
に
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
た
め
の
費
用
で
、
災
害
の
止
ん
だ

日
か
ら
１
年
以
内（
大
規
模
な
災
害
の

場
合
、
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
る
場
合
に
は
３
年
以
内
）に
支
出

し
た
も
の
に
限
る
。

　
　
③�

被
害
を
受
け
た
伐
採
跡
地
に
お
け
る

造
林
に
要
し
た
苗
木
代
、
植
付
け
費

用
等
は
災
害
関
連
費
用
に
該
当
せ
ず
、

そ
の
山
林
の
植
林
費
と
な
る
。

　
　
　

�　

ま
た
②
の
倒
伏
し
た
造
林
木
の
引

き
起
こ
し
に
要
し
た
費
用
で
、
1
年

（
大
規
模
な
災
害
の
場
合
、
そ
の
他
止

む
を
え
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

３
年
）を
経
過
し
て
支
出
し
た
経
費
は
、

そ
の
立
木
の
育
成
に
要
し
た
費
用
と

な
る
。

（
７
）�補
助
金
が
未
確
定
の
場
合
、
そ
の

補
助
金
に
対
応
す
る
災
害
関
連
費

用
の
支
出
金
額
は
、
そ
の
補
助
金

が
交
付
又
は
確
定
し
た
年
の
必
要

経
費
と
な
る

5�

被
害
の
申
請
に
か
か
る
注
意
事
項

　
今
回
、
説
明
し
ま
し
た
山
林
損
失
の

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
災
害
が
発

生
し
た
年
の
確
定
申
告
で
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
、
申
告
し
て
い
な
い
場
合
は
、

そ
の
年
の
申
告
か
ら
公
正
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
被
害
の
証
明
な
ど
は
、
あ
く
ま

で
も
山
林
を
所
有
さ
れ
る
組
合
員
の
方

か
ら
森
林
組
合
に
申
請
が
あ
っ
た
も
の

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
森
林
組
合
で
は
、
組
合
員
の
方
々
か

ら
の
情
報
提
供
を
基
に
、
山
林
の
状
況

を
把
握
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
、

お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
て
も
、

お
答
え
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
何
卒
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

森林が台風などで
被害を受けた場合の
損失額の
取扱いについて
　一昨年に襲来した台風や昨年7月の豪雨、
そして9月の台風と、大阪府内の森林は自然
災害にさらされ、大きな被害が発生しました。
　組合員の方々が、丹精込めて育ててきた森
林が、風害や土砂災害により被害を受けた様
を目の当たりにされた時のショックは計り知
れません。
　また収穫後に得られたであろう、植栽や保
育に費やした経費の回収も困難になります。
　失われた森林資源を取り戻すことはできま
せんが、その損失額を申告することで納める
税金の一部を控除できる制度があります。
　災害の証明書の申請や、税務手続きなど、
被災された組合員の方のお手間はかかります
が、ご活用いただければと思います。

＝ － －－ ＋

原則は、その山林にかけた植林費、保育費等ん実費の合計額
（山林所得の概算経費率による算出は不可）

被害山林の立木の売却額（山元価格）。
売却できずに林内に残地する場合はゼロ。

保険金等（補助金を含む）がその山林の損失額を超える
場合は、超える金額を山林所得の総収入金額に算入

被害木等の除去費用、原状回復等の
ための費用（1年以内※）
※大規模な災害等の場合は 3年以内

保険金等に
より補てん
される金額
（5）

災害関連費用
（6）

保険金等に
より補てん
される金額
（5）

損失を生じた
直後の山林の
時価（3）

損失を生じた
日の山林の
原価（1）

被災事業用
資産の
損失金額

図1
山林被害額の
計算方法

合
は
、
他
の
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
１
）�損
失
の
生
じ
た
日
の
山
林
の
原
価

と
は
、
損
失
を
生
じ
た
日
ま
で
に

支
出
し
て
い
る
費
用
で
、
未
回
収

部
分
の
金
額
、（
植
林
、取
得
費
用
、

下
刈
や
枝
打
な
ど
の
保
育
費
用
、

保
険
料
、
機
械
器
具
の
減
価
償
却

費
な
ど
の
管
理
費
用
）か
ら
、
保

険
金
等
に
よ
っ
て
補
填
さ
れ
た
金

額
を
差
し
引
い
た
金
額
の
こ
と
で
、
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高
槻
市

森
林
災
害
復
旧
事
業

ス
タ
ー
ト

　
平
成
30
年
9
月
の
台
風
21
号
の
被
害

に
つ
い
て
は
、
前
号
で
速
報
い
た
し
ま

し
た
が
、
高
槻
市
に
お
い
て
は
、
市
内

民
有
人
工
林
の
4
分
の
1
を
超
え
る
被

害
が
確
認
さ
れ
、
平
成
30
年
12
月
５
日

付
け
の
農
林
水
産
省
告
示
第
2
6
2
7

災害復旧に
向けた取り組み

　昨今、気象害による森林災害が多発し
ております。
　一昨年、昨年と局地激甚災指定を受け
るほどの災害が発生しているのが現状
です。
　特に昨年９月の台風が引き起こした風
倒被害は、大阪府の全域で被害が報告
されています。
　組合では各種の事業を活用し、森林所
有者の方のご承諾を得られたところから
復旧事業に着手しており、その状況をお
知らせいたします。

号
に
よ
り「
激
甚
災
害
」の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
阪
府
や
高
槻
市

と
と
も
に
事
業
計
画
を
作
成
し
、
林
野

庁
へ
提
出
。
さ
ら
に
年
明
け
後
、
近
畿

財
務
局
に
そ
の
査
定
を
受
け
、
２
月
１

日
に
事
業
決
定
通
知
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
高
槻
市
域
で
被
害
の

あ
っ
た
6
1
2
ha
の
う
ち
、1
2
3
ha
に

つ
い
て
、
森
林
組
合
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
、
こ
れ
か
ら
令
和
４
年
度
に
か
け

て「
森
林
災
害
復
旧
事
業
」と
し
て
、
被

害
木
の
整
理
や
再
造
林
を
進
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
事
業
対
象
地
は
、
本

事
業
の
制
度
に
合
致
す
る
と
と
も
に
、

保
安
林
復
旧
等
他
の
復
旧
関
連
事
業
の

導
入
が
期
待
で
き
な
い
一
方
で
集
中
的

被
害
を
受
け
た
森
林
を
優
先
に
し
、
市

内
北
部
の
中
畑
地
区
を
最
初
の
事
業
地

と
し
ま
し
た
。

　
風
倒
木
は
遠
目
に
見
る
と
一
様
に
横

倒
し
に
な
っ
て
い
て
皆
伐
後
の
よ
う
で

も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
林
内
に
近
づ

く
と
、
寝
て
い
る
よ
う
な
倒
木
も
実
は

高
さ
３
m
位
ま
で
重
な
り
合
っ
て
い
た

り
、
根
株
ご
と
起
き
上
が
っ
て
い
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
著
し
く
反
り
返
っ
た
状

態
で
押
さ
え
つ
け
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、

現
場
に
入
る
こ
と
も
困
難
で
す
。
伐
採

作
業
を
し
よ
う
に
も
切
っ
て
い
る
最
中

に
木
が
割
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
切
り

離
し
た
途
端
に
、
転
が
っ
た
り
跳
ね
上

が
る
場
合
も
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。

し
か
し
、
倒
木
を
で
き
る
だ
け
片
付
け

な
い
こ
と
に
は
、
森
林
の
再
整
備
は
果

た
せ
ま
せ
ん
。

　
高
槻
市
で
の
森
林
災
害
復
旧
事
業
は
、

こ
の
よ
う
な
危
険
な
状
況
が
集
中
的
に

広
が
る
事
業
地
と
対
峙
す
る
と
こ
ろ
が

大
き
な
問
題
で
す
。
事
業
計
画
作
成
の

頃
か
ら
並
行
し
て
災
害
事
例
の
収
集
や

対
策
を
研
究
し
、
で
き
る
だ
け
重
機
を

活
用
し
て
生
身
の
作
業
者
に
委
ね
な
い

手
法
を
と
る
方
針
を
打
ち
出
し
、「
フ

ェ
ラ
バ
ン
チ
ャ
ザ
ウ
ル
ス
」と
い
う
特

殊
な
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
装
着
し
た
機

械
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
械
は
、
回
転
グ
ラ
ッ
プ
ル
機

能
を
持
っ
た
バ
ケ
ッ
ト
に
、
立
木
を
伐

採
可
能
な
刃
が
装
着
さ
れ
て
お
り
、

①
被
災
現
場
へ
の
進
入
や
往
来
す
る
た

め
の
作
業
道
開
設　
②
倒
木
の
掴
み
移

し　
③
倒
木
等
の
玉
切
り　
④
傾
き
立

木
等
の
伐
採　
⑤
根
株
の
移
動　
⑥
丸

太
の
集
積
や
積
込

な
ど
の
作
業
を
１
台
で
担
え
ま
す
。

　
現
場
作
業
に
着
手
し
た
の
は
２
月
下

旬
で
、
ま
だ
機
械
を
導
入
し
て
間
も
な

い
こ
ろ
な
の
で
、
慎
重
に
作
業
を
進
め

な
が
ら
、
さ
ら
に
安
全
で
効
率
的
な
作

業
手
順
を
構
築
し
、
災
害
対
応
の
技
術

向
上
を
図
り
ま
す
。
４
月
に
は
大
阪
府

や
高
槻
市
を
お
招
き
し
、
関
係
者
30
名

以
上
が
参
加
し
て
、
風
倒
木
対
策
の
特

別
安
全
大
会
も
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
高
槻
市
域
に
お
け
る
森
林
災
害
復
旧

事
業
は
、
今
後
、
対
象
事
業
地
を
拡
大

し
て
い
き
ま
す
。
事
業
実
施
に
向
け
て

は
、
集
約
団
地
的
に
施
業
を
行
う
た
め
、

複
数
所
有
者
の
合
意
形
成
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
関
係
所
有
者
の
皆
さ
ま
に
は
森

林
再
生
に
向
け
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

泉
州
支
店
管
内
に
お
け
る

災
害
復
旧
事
業
の
状
況

　
大
阪
北
摂
地
域
の
森
林
に
お
い
て
大

き
な
被
害
を
記
録
し
た
台
風
21
号
は
、

泉
州
地
域
で
も
風
倒
被
害
を
発
生
さ
せ
、

大
阪
府
が
取
り
ま
と
め
た
被
害
状
況
は
、

泉
州
支
店
管
内
で
約
58�

ha
の
被
害
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
泉
州
支
店
で
は
災
害
発
生
直
後
か
ら

経
営
計
画
団
地
内
を
中
心
に
調
査
を
進

め
、
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
こ
の
よ
う
な

被
害
に
対
し
少
な
く
と
も
森
林
経
営
計

画
内
の
森
林
所
有
者
が
、
復
旧
を
希
望

す
る
林
分
に
つ
い
て
は
国
の
補
助
事
業

な
ど
を
活
用
し
、
特
殊
地
拵
え
・
植
栽

を
行
う
方
針
と
し
ま
し
た
。�

　

そ
の
方
針
の
も
と
、
平
成
30
年
度
、

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
岸
和
田
市

原
谷
地
区
で
0
・
15�

ha
、
泉
佐
野
市
大

木
地
区
で
0
・
23�

ha
の
被
害
地
森
林
の

復
旧
事
業
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
泉
佐
野
市
内
の
被
害
森
林
に
隣

接
す
る
0
・
15�

ha
で
、
令
和
元
年
度
事

業
と
し
て
本
年
4
月
末
現
在
、
特
殊
地

拵
え
ま
で
を
終
え
て
い
ま
す
。

⃝　
⃝　
⃝

　
令
和
元
年
度
、
大
阪
府
で
は
直
接
支

援
事
業
に
加
え
、
被
害
地
復
旧
の
た
め

の
予
算
も
確
保
い
た
だ
い
て
お
り
、
所

有
者
の
意
向
が
確
認
で
き
た
林
分
か
ら

復
旧
事
業
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
南
河
内
及
び
泉
州
地

域
の
被
害
地
に
お
い
て
は
、
局
所
的
な

被
害
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
機

械
で
は
な
く
人
力
に
よ
る
作
業
で
進
め

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
危
険
が
伴
う
こ
と
を
関
係
者
が
十
分

理
解
の
上
、
安
全
第
一
で
作
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
少
し
で
も
森
林
所
有
者
の

方
々
の
負
担
を
軽
減
し
て
災
害
復
旧
を

進
め
る
た
め
に
、
大
阪
府
や
関
係
市
町

村
と
し
っ
か
り
と
連
携
し
な
が
ら
、
公

共
事
業
や
補
助
事
業
を
上
手
に
活
用
し

て
推
進
を
図
る
予
定
で
す
。

　
事
業
導
入
の
制
度
設
計
や
予
算
確
保
、

事
業
運
営
に
か
か
る
人
材
確
保
、
地
元

合
意
形
成
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高槻市中畑地区の風倒被害直後

フェラバンチャザウルス

風倒被害木の整理が進む中畑地区

岸和田市原谷地区風倒被害現場

原谷地区の風倒被害木復旧作業完了泉佐野市大木地区　特殊地拵え作業完了
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大
阪
府
森
林
組
合
が
生
産
す
る
大
阪

府
内
産
木
材
は
、
組
合
の
建
築
事
業
部

で
戸
建
て
住
宅
を
中
心
と
し
た
建
物
に

活
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
豊
中
市
立

文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設

の
内
装
材
と
し
て
、
ま
た
家
具
や
小
物
、

サ
イ
ン
な
ど
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
天
然
素
材
で
あ
る
木
の
良

さ
や
温
も
り
な
ど
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
に
加
え
、「
公
共
建
築
物
等
に

お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」の
制
定
を
は
じ
め
、
大
阪
府
内

産
材
の
認
証
制
度
や
市
町
村
で
定
め
る

木
材
利
用
基
本
方
針
な
ど
、
国
や
地
方

自
治
体
の
木
材
利
用
に
対
す
る
関
心
の

高
ま
り
も
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
も
、
こ
の
よ
う
な
追
い
風
を

受
け
、
大
阪
府
内
産
木
材
を
用
い
た
家

具
の
ご
注
文
を
２
件
い
た
だ
き
、
納
品

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
納
品
し
た
施
設
と
納
品
し

た
家
具
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

安
満
遺
跡
公
園

ボ
ー
ネ
ル
ン
ド
Par
k
Cen
ter

　
安
満
遺
跡
公
園
は
、
高
槻
市
八
丁
畷

町
の
京
大
農
場
の
移
転
に
伴
い
、
そ
の

跡
地
を
含
め
た
一
帯
を
、
弥
生
時
代
の

安
満
遺
跡
を
保
存
、
活
用
し
、
防
災
機

能
も
兼
ね
備
え
た
緑
豊
か
な
公
園
と
し

て
、
本
年
３
月
23
日
に
一
次
開
園
さ
れ

ま
し
た
。

　
安
満
遺
跡
公
園
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
機
能
や
体
験
・
活
動
施
設
と
し
て

「
ボ
ー
ネ
ル
ン
ド
Pa
r
k
Cen
t
er
」が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
建
物
内
の
交

流
・
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
大
阪
府
内
産
の

集
成
材
と
認
証
木
材
で
あ
る
高
槻
市
産

材
を
組
み
合
わ
せ
て
製
作
さ
れ
た
、
テ

ー
ブ
ル・ベ
ン
チ・ス
ツ
ー
ル
と
い
っ
た

家
具
を
納
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
家
具
の
仕
様
に
は
、
使
用
す
る
木
材

や
寸
法
の
ほ
か
に
、
油
性
ニ
ス
で
の
仕

上
げ
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
を
高
槻
市
の
ご
担
当
者
様

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

調
の
仕
上
げ
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
聞
き
取

り
ま
し
た
。

　
組
合
の
製
作
担
当
と
も
打
合
せ
を
行

い
、
ベ
ー
ス
と
な
る
木
材
と
の
相
性
も

考
え
、
油
性
ニ
ス
の
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
色

を
選
び
ま
し
た
。

　
少
し
色
味
が
暗
い
か
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
天
井
が
高
く
明
る
い
室
内
に
は
、

ぴ
っ
た
り
マ
ッ
チ
。

　
一
次
開
園
初
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
多
く
の
家
族
づ
れ
が
お
越
し
に
な

り
、
大
阪
府
内
産
木
材
の
家
具
で
新
た

な
施
設
で
の
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

　
毎
年
、
農
林
中
央
金
庫
大
阪
支
店
様

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
事
業
と
し
て
、
大
阪
府
内
の

公
共
施
設
に
大
阪
府
内
産
木
材
を
用
い

た
家
具
を
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
家

具
の
製
作
・
納
品
の
業
務
を
発
注
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
大
阪
府
立
中
之
島

図
書
館
に
木
製
家
具
を
収
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
中
之
島
図
書
館
は
明
治
37
年
に
建
築

さ
れ
、
国
の
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け

つ
つ
も
、
図
書
館
と
し
て
多
く
の
府
民

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
木
製
家
具
を
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
、
収

納
時
に
積
み
重
ね
が
で
き
る
ス
ツ
ー
ル

３
０
脚
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
掲
示
で
き

る
可
動
式
の
掲
示
板
8
台
、
イ
ベ
ン
ト

時
に
案
内
板
な
ど
を
掲
示
す
る
折
り
た

た
み
式
の
イ
ー
ゼ
ル
５
台
の
ご
発
注
を

受
け
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
は
無
塗
装
で
仕
上
げ
、
都
会

の
中
心
部
の
図
書
館
で
、
無
垢
の
木
の

香
り
や
肌
触
り
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
重
視
し
ま
し
た
。

　
図
書
館
で
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
活

用
さ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
、
重
厚
な

佇
ま
い
を
誇
る
図
書
館
の
運
営
を
支
え

る
天
然
素
材
の
木
製
家
具
と
し
て
、
利

用
者
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　能勢町では、森林所有者が主体となり、
森林整備を進める仕組みの一つとして「の
せ・木の駅プロジェクト」が進められていま
す。
　その試みの一つとして、本年２月２４日、
豊能支店を会場として、森林所有者の
方々が手入れにより発生した木材を持ち
こみ、その木材をのせ・木の駅プロジェク
ト準備委員会が買い取るという社会実験
が行われました。
　当日は天気にも恵まれ、また事前にチラ
シなどで広報をしていたこともあり、午前
１０時の開始前から軽トラックが豊能支店
の駐車場で待機するほどの盛況ぶり。
　持ちこまれた木材量の計測は、移動式の
トラックスケールを活用しました。
　木材を積載したままのトラックの重量を
計測し、積み下ろし後、再度トラックスケー
ルで計測し、重量差が持ちこまれた木材量
となるわけです。
　そうして当日、持ちこまれた木材の総量
は２０．１６トン。買い取り金額１００，８００円
（トン当たり５，０００円の買い取り金額）とい
う結果となりました。
　持ちこんでいただく木材はスギ・ヒノキ
のほかに、クヌギ・コナラを指定していまし
たが、当日持ち込まれたのはスギ・ヒノキ
のみとなり、豊能支店が製造する丸棒の

原材料として活用されました。
　また会場の一角では、能勢町東郷地区
でコーヒー屋台を営まれる「ありなし珈
琲」さんのおいしいコーヒーが振る舞われ、
巷で人気のロケットストーブ製作のワーク
ショップが「NPO法人とどろみの森クラ
ブ」の指導の下、開催されるなど、盛況のう
ちに社会実験は幕を下ろしました。
　この実験の成果をもとに、本格的に木
の駅プロジェクトを推進させていくことに
なりますが、何といっても木材を搬出して
いただく、森林所有者の方の理解と協力
が何よりも大切です。
　また協力いただくためには、「出荷者登
録」と「安全講習会」の受講をお願いしてい
るとともに、買い取る木材の種類や規格な
どが決められるなど、事前にお知りいただ
きたい項目があります。
　詳しいお問い合わせは、上記の準備委
員会までご連絡ください。

ボーネルンド ParkCenter 全景明るい室内に落ち着いた色の家具がマッチ

エリア内を自由に動かせるスツール

計量を待つ軽トラックの車列

図書館に収めた木製家具

大阪府立中之島図書館
（撮影）柄松写真事務所　柄松　稔氏

のせ・木の駅プロジェクトが
開催されました

「のせ・木の駅プロジェクト準備委員会
（能勢町地域振興課産業振興係内）」
TEL072-734-3946

大阪府内産
木材を
活用した
家具の製作
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　「ウッドデザイン賞」は、木の良さや価値を
再発見できる製品や取組について、消費者
目線で評価し、毎年、３つの分野から特に優れ
た取り組みに対して表彰する顕彰制度です。
　その中の「ライフデザイン部門・コミュニ
ケーション分野」において、木根館が主催した
企画シリーズ「LOOP�TREE」が受賞しました。
　これは、大阪のクリエイティブユニット
「graf」と森林組合が、「おおさか河内材」を
使い、暮らしに木を取り入れ、森を感じてもら
う企画シリーズで、高い評価受け、受賞のは
こびとなりました。
　この場をお借りして、「LOOP�TREE」に参
加された市民の皆さま、また関係各位にお礼
申し上げます。

木端を使って
自由な木工作品が
作れます

■子ども・お一人様５００円
●第1部：  9：30 ～11：30（20組限定）
●第2部：12：00 ～14：00（20組限定）
●第3部：14：30 ～16：30（20組限定）

6／７（金）申込開始

■初秋までのイベントスケジュール
施設名 イベント名 内容 開催日 申し込み

ラ・フォレスタ 上田�英二
うつわ展 和歌山で築窯する陶芸家の作品展

5月31日（金）～
6月30日（日）の期間中の
ラフォレスタ営業日

観覧無料

木根館

季節の
かんなのはな
「あじさいコサ
ージュ」

ひとつひとつの花びらがホンモノをほ
うふつとさせるクオリティのあじさいコ
サージュづくり

6月22日（土）
10：00～12：00

申込受付中
材料費2,000円

ラ・フォレスタ 工房南陶芸展 河南町で築窯し、体験教室も開いてい
る工房南の陶芸展

8月2日（土）～
9月1日（日）の期間中の
ラフォレスタ営業日

観覧無料

木根館

季節のかんなの
はな

「ひまわりコサ
ージュ」

無地の洋服にひときわ映えるひまわり
を模したコサージュづくり

8月24日（土）
10：00～12：00

7/7から申込開始
材料費2,000円

木根館 木のある暮らし
杉ベンチ

木の風合いを残した材料でつくる、木目
の美しさと木の香りが楽しめるベンチ
サイズ　W1000×D300×�H400

8月25日（日）
9：30～16：00

7/5から申込開始
材料費5,000円

木根館 ラ･フォレスタ
イベント情報

Facebookも開始HPもリニューアル

●ラ・フォレスタ  ☎0721-72-0090
ホームページ▶
http://www.sinrin.org/foresta/sinrinforesta
●木根館 ☎0721-64-8151
ホームページ▶
http://www.sinrin.org/kinkonkan

7月27日（土）・28日（日）子ども夏まつり開催

　
昨
年
９
月
、
近
畿
地
方
を
襲
っ
た
台

風
21
号
は
、
高
槻
市
域
に
大
規
模
な
風

倒
被
害
を
発
生
さ
せ
、
高
槻
森
林
観
光

セ
ン
タ
ー
も
敷
地
の
南
側
半
分
が
倒
木

に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
台
風
後
、
一
時
営
業

を
見
合
わ
せ
た
の
ち
、
北
側
の
一
部
施

設
で
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
が
、
施
設

全
体
で
お
客
様
が
安
心
し
て
ご
利
用
で

き
る
状
況
に
な
い
こ
と
や
、
設
備
や
施

設
自
体
の
老
朽
化
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
営
業
形
態
を
年
内
で
一
旦
休
止
す

る
決
断
を
し
、
現
在
の
余
暇
の
過
ご
し

方
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
す
る
、
新

た
な
営
業
形
態
を
検
討
し
、
年
明
け
か

ら
春
に
か
け
て
再
整
備
を
図
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
31
年
４
月
10
日
、「
森

林
に
包
ま
れ
た
総
合
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施

設
」と
い
う
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
、
当
セ
ン
タ
ー
敷
地
の
北
側
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
風
倒
被
害
が
激
し
い
南
側
エ

リ
ア
の
再
整
備
に
も
着
手
し
、
２
年
後

に
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
時
に
は
、
当
セ

ン
タ
ー
の
北
側
を「
手
ぶ
ら
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
」、
南
側
を「
持
込
み
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
」の
専
用
エ
リ
ア
と
し
、
わ
か
り
や

す
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
施
設
運
営
を
目
指

し
ま
す
。

　
今
回
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
北
側
の
手
ぶ
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
専
用

エ
リ
ア
で
は
、
雨
の
日
で
も
安
心
し
て

楽
し
め
る
屋
内
型
の「
森
林
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
・
ハ
ウ
ス
」と
、
陽
光
の
下
で
開

放
的
な
気
分
で
楽
し
め
る
屋
外
型
の

「
森
林
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
テ
ラ
ス
」を
整

備
し
、
両
施
設
と
も
予
約
制
と
す
る
こ

と
で
、
待
ち
時
間
な
く
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
特
に

牛
肉
の
仕
入
れ
先
に
こ
だ
わ
り
、「
神

戸
の
提
携
牧
場
か
ら
直
接
仕
入
れ
た
国

産
黒
毛
和
牛
」を
安
価
で
提
供
し
て
お

り
、
既
に
安
く
て
美
味
し
い
と
評
判
を

呼
び
、
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
後
、
整
備
に
着
手
す
る
南
側

の
エ
リ
ア
は
、「
森
林
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー・

パ
ー
ク
」と
し
て
、
お
好
き
な
食
材
や

道
具
類
を
、
す
べ
て
持
ち
込
み
に
よ
り

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
、
い
わ
ゆ
る
場
所
貸
し
エ
リ
ア
と
し

て
整
備
す
る
予
定
で
す
。（
※�

南
側
エ

リ
ア
の
整
備
が
終
わ
る
ま
で
は
、
テ
ラ

ス
を
持
込
み
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
と
し
て

運
営
い
た
し
ま
す
。）

　
そ
の
ほ
か
、従
来
か
ら
営
業
す
る「
高

槻
し
い
た
け
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
国
産

の
安
心
安
全
な
原
木
を
使
用
し
、
無
農

薬
、
無
化
学
肥
料
で
し
い
た
け
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
し
い
た
け
狩
り
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
た
後
、
新
鮮
な
う
ち
に

炭
火
で
焼
い
て
食
べ
て
い
た
だ
く
ス
タ

イ
ル
が
人
気
で
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
1
月
か
ら
装
い
を
新

た
に
、
お
菓
子
と
森
の
カ
フ
ェ

「
f
o
r
ê
t（
フ
ォ
レ
）」が
、
お
気
軽

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
カ
フ
ェ
と
し
て
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
ロ
グ
調
の
建
物
の
風
合
い
を
生
か
し

た
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
カ
フ
ェ
と
な

っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
こ
だ
わ
り
の
お

飲
み
物
と
地
元
食
材
を
使
っ
た
お
菓
子

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
お
持

ち
帰
り
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
カ
フ
ェ

に
併
設
し
て
、
採
れ
た
て
野
菜
や
地
場

産
物
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
「
森
の
も
り
も

り
館
」も
設
置
し
て
お
り
、
手
作
り
ピ

ク
ル
ス
や
高
槻
産
は
ち
み
つ
な
ど
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
く
な
っ
た
高
槻
森
林
観
光
セ
ン

タ
ー
に
ぜ
ひ
、
ご
家
族
、
ご
友
人
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
営
業
時
間
】9
：
00
〜
17
：
00

【
定
休
日
】毎
週
火
曜
日（
火
曜
が
祝
日

の
場
合
翌
日
）

森林バーベキュー・テラス

森林バーベキュー・ハウス

この春、
高槻森林観光センターが
リニューアルオープン

【お問い合わせ】
〒569-1002　高槻市大字田能小字的谷2番地
TEL：072-688-9400　FAX：072-688-9410
http;//bbq-center@o-forest.org

木根館がウッドデザイン賞を
受賞しました
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林
業
従
事
者
の
高
齢
化
は
全
国
的
に

も
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
大
阪
府
森
林

組
合
で
も
年
々
、
職
員
の
平
均
年
齢
が

上
昇
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
組
合
と
し
て
も
積
極
的
に
若
年
労
働

者
の
確
保
を
図
る
べ
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
は
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
求

人
サ
イ
ト
を
活
用
す
る
な
ど
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
組
合
で
は
、
本
年

４
月
１
日
よ
り
３
名
の
職
員
を
採
用
い

た
し
ま
し
た
。

　
平
均
年
齢
の
上
昇
が
続
く
組
合
で
は
、

貴
重
な
若
年
の
戦
力
と
し
て
、
ま
た
将

来
の
組
合
を
担
う
人
材
と
し
て
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
３
名
と
も
支
店
で
の
各
種
の
事
業
管

理
を
担
当
す
る
予
定
で
、
担
当
業
務
で

組
合
員
の
方
々
と
会
う
機
会
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

 
木
村
元
紀
君

　
木
村
君
は
大
阪
府
内
の
デ
ザ
イ
ン
関

連
の
学
校
を
卒
業
後
、
24
歳
で
単
身
、

飛
騨
地
方
の
木
工
工
房
に
飛
び
込
み
、

木
工
作
業
と
と
も
に
販
売
や
工
房
の
運

営
に
12
年
間
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
木
材
を
扱
う
過
程
で
、
そ
の
木
を
育

て
る
森
林
保
全
に
興
味
を
持
ち
、
大
阪

に
戻
り
一
旦
、
別
の
会
社
に
就
職
す
る

も
、
南
河
内
支
店
が
募
集
し
て
い
た
求

人
に
応
募
し
、
組
合
で
の
2
年
間
の
経

験
を
経
て
、
職
員
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

　
南
河
内
支
店
で
の
2
年
間
は
、
経
営

計
画
策
定
の
た
め
の
森
林
の
調
査
業
務

を
担
当
し
、
森
林
や
木
を
見
る
目
を
養

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
職
員
採
用
後
も
引
き
続
き
南
河
内
支

店
に
配
属
と
な
り
、
河
内
林
業
地
に
お

け
る
森
林
整
備
の
分
野
で
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

 
角
田
佑
耶
君

　
角
田
君
は
中
学
校
の
英
語
の
教
員
免

許
を
持
つ
新
卒
採
用
者
で
す
。

　
在
学
中
に
南
河
内
支
店
の
求
人
に
応

募
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
採
用
後
は

学
業
の
合
間
を
縫
っ
て
、
測
量
業
務
の

補
助
な
ど
を
通
じ
て
森
林
整
備
の
一
助

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
森
林
組
合
で
仕
事
を
す
る
動
機
は
、

先
代
が
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
込
め
て
植

林
し
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
、
次
代
へ
と

引
き
継
い
で
い
く
林
業
に
魅
力
を
感
じ

た
と
の
こ
と
で
、
ま
さ
に
そ
の
役
割
を

担
う
立
場
と
な
り
ま
す
。

　
角
田
君
も
南
河
内
支
店
に
配
属
と
な

り
、
業
務
を
通
じ
て
、
河
内
林
業
地
を 南河内支店に配属された木村君（左）と角田君

　
最
近
、テ
レ
ビ
番
組
や
各
種
の
報
道
で
、

普
段
、見
る
こ
と
の
で
き
な
い
角
度
や
方

向
か
ら
映
像
や
画
像
を
撮
影
し
て
い
る

の
が「
ド
ロ
ー
ン
」で
す
。

　
「
ド
ロ
ー
ン
」は
、無
線
操
縦
の
無
人
機

を
指
し
、英
語
の「
d
r
o
n
e（
オ
ス

蜂
）」が
語
源
で
す
。

　

そ
の
大
き
さ
は
軍
用
の
幅
十
数
ｍ
の

も
の
か
ら
、ラ
ジ
コ
ン
の
小
型
玩
具
ま
で
、

様
々
な
大
き
さ
の
ド
ロ
ー
ン
が
存
在
し
ま

す
。

　
最
近
は
操
縦
を
し
な
く
て
も
、離
陸
か

ら
飛
行
ル
ー
ト
ま
で
の
位
置
情
報
を
入

力
す
れ
ば
、入
力
し
た
と
お
り
に
飛
行
し
、

撮
影
な
ど
を
行
っ
て
離
陸
ポ
イ
ン
ト
ま
で

帰
着
す
る
こ
と
が
で
き
、無
理
な
操
縦
に

よ
り
墜
落
す
る
と
い
う
こ
と
も
大
幅
に
減

って
い
る
よ
う
で
す
。

　
日
々
の
進
歩
が
著
し
い
ド
ロ
ー
ン
で
す

が
、森
林・林
業
の
現
場
で
も
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
森
林
の
場
合
、物
理
的
に
人
間
が

た
ど
り
つ
く
こ
と
が
困
難
な
場
所
が
多

く
、今
ま
で
は
限
ら
れ
た
方
向
か
ら
の
撮

影
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、ド
ロ
ー

ン
を
用
い
る
こ
と
で
、ほ
ぼ
全
方
向
か
ら

の
撮
影
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
上
空
か
ら
の
俯
瞰
に
よ
る
森
林

資
源
量
調
査
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、森
林
の
中
を
徒
歩
で
移
動
し

調
査
を
し
て
い
た
も
の
か
ら
、大
幅
に
省

力
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
台
風
に
よ
る
森
林
被
害
を
受

け
て
、大
阪
府
森
林
組
合
で
も
ド
ロ
ー
ン

１
基
を
購
入
し
、操
作
の
習
熟
に
努
め
る

と
と
も
に
、す
で
に
被
害
地
の
調
査
現
場

で
の
活
用
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
左
の
写
真
は
、昨
年
９
月
の
台
風
で
風

倒
木
が
発
生
し
た
観
光
セ
ン
タ
ー
付
近

を
ド
ロ
ー
ン
が
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　
写
真
を
見
る
と
、風
が
ど
の
方
向
に
向

い
て
抜
け
た
の
か
が
、地
上
か
ら
見
る
よ

り
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
操
作
を
兼
ね
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
は
、

事
前
に
飛
行
経
路
と
写
真
撮
影
位
置
な

ど
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
お
き
、ド
ロ
ー
ン
の

飛
行
を
制
御
し
ま
す
。

　
飛
行
終
了
後
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
に
航
空

写
真
デ
ー
タ
と
飛
行
経
路
が
表
示
さ
れ
、

そ
の
日
の
飛
行
作
業
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
ド
ロ
ー
ン
は
①
空
港
等
離
発
着

周
辺
ル
ー
ト
、②
地
表
ま
た
は
水
面
か
ら

1
5
0ｍ
以
上
の
高
さ
、③
人
口
集
中
地

区
の
上
空
の
飛
行
は
原
則
禁
止
さ
れ
て

お
り
、注
意
が
必
要
で
す
。

　
当
組
合
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は

緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、他
地
域
で

は
シ
カ
対
策
や
治
山
施
設
の
設
計
に
ま

で
用
い
ら
れ
て
お
り
、ま
だ
ま
だ
活
躍
の

幅
は
広
が
り
そ
う
で
す
。

ドローンが撮影した観光センター付近

次
代
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
河
合
克
則
君

　
河
合
君
は
和
泉
市
の
出
身
で
、
泉
州

支
店
の
前
任
の
嘱
託
職
員
の
離
職
を
契

機
に
、
昨
年
3
月
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
測
量
士
資
格
を
有
し
て
お
り
、
森
林

整
備
事
業
の
実
施
に
際
し
て
の
測
量
や

調
査
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
末
に
大
阪
府
の
森
林
環
境
税
「
持

続
的
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
お
け

る
基
盤
づ
く
り
の
担
当
を
任
さ
れ
、
そ

の
年
に
、
泉
州
支
店
管
内
で
実
施
し
た

4
箇
所
の
森
林
作
業
道
の
恒
久
化
事
業

と
１
箇
所
の
測
量
設
計
業
務
を
完
遂
さ

せ
ま
し
た
。

　
河
合
君
は
採
用
後
、
泉
州
支
店
に
配

属
と
な
り
、
引
き
続
き
基
盤
づ
く
り
事

業
を
担
当
し
な
が
ら
、
森
林
の
調
査
業

務
な
ど
を
こ
な
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

　　
各
人
と
も
、
ま
だ
ま
だ
経
験
が
浅
く
、

こ
れ
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
山
積
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
健
全
な
森
林
づ
く
り
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
強
い
思
い
を
持
っ
て
い

る
３
名
で
す
。

　
組
合
で
は
、
今
後
も
計
画
的
な
職
員

採
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
有
能
な

人
材
確
保
に
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ドローンの
活用について

泉州支店に配属された河合君

若手職員３名を
採用しました


